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さまざまな分野で活躍し、社会貢献した人を表彰する「叙勲」および
「褒章」が、内閣府から発表され、叙勲では百田利彦さん（黒坂）が
3月に瑞宝双光章を、褒章では西村和行さん（根雨）が 5月に藍綬褒
章をそれぞれ受章されました。

おめでとうございます
叙勲・褒章

【瑞宝双光章】（教育功労）

百田さんは、昭和 23 年に日野郡日野村立日野小学校（当時）の教師と
して第一歩を踏み出しました。昭和 63 年 4月からは日南町立阿毘縁小
学校長として、特色ある学校づくりに取り組まれました。特に、地域と
の連携を大切にし、「地域の子は地域で育てる」という意識のもと、開か

れた学校づくり推進されました。
退職後の平成 7年からは、日野町公民館長として幅
広い年齢層に対応した活動を続け、住民の参加意
欲・学習意欲の向上に尽力されました。そのほか、
町スポーツ振興審議会委員、社会教育委員、公民館運営審議会委員などを歴任し、
豊かな知識を生かした青少年の育成指導や、生涯学習活動の普及などに積極的に取
り組まれました。そうした長年の功績が認められました。

百
ひ ゃ く た

田  利
と し ひ こ

彦元公立小学校長 さん（黒坂）

西
に し む ら

村  和
か ず ゆ き

行日野町消防団副団長 さん（根雨）

【藍綬褒章】（消防功績）

西村さんは、昭和 58 年 4月に日野町消防団に入団。以来、第 1分団
副分団長や指揮分団分団長を歴任し、平成 28 年 4月からは、日野町
副団長に就任。全国消防ポンプ操法大会へ出場した経験を生かし、操
法指導にあたるなど消防団組織の維持・向上に取り組まれています。
また、平成 12 年の鳥取県西部地震では、地震発生時から住民の安全
確保や町全体の復旧にかかわるさまざまな活動に従事。そのほかにも
多くの災害や火災現場で町民の生命・財産を守る活動を指揮・参加さ
れてきました。そうした長年の功績が認められました。
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自然豊かなふるさとをいつまでも―。
「みどりの愛護」功労者表彰

地域の緑化・緑地の保全などについて功績のあった団体や個人などを表彰する、「みどりの愛護功労者表彰」
で、下黒坂地域保全会が国土交通大臣表彰に、黒坂小学校 PTAが県知事表彰にそれぞれ選ばれ、5月 18日、
鳥取市で開かれた第 30回全国みどりの愛護のつどいの中で表彰されました。

鳥取県西部地震で崩れた斜面を活用した緑化活動を平
成 22 年度から開始。約 1万 3千株の芝桜を植え、毎
年住民総出で草取りや株の補植などの手入れを行って
きました。下黒坂の芝桜は、「巨大なハートの芝桜」と
して今も多くの人に親しまれています。

《国土交通大臣表彰》

下黒坂地域保全会（代表：山本武史）

黒坂小学校 PTA では、平成 20 年度から緑の募金還元
金による植樹を毎年秋に行っています。いくつになっ
ても、親子で植えたミツバツツジやサクラに、そして
ふるさとに愛着を持ってもらいたい―。次世代への思
いが今も脈々と受け継がれています。

《鳥取県都市緑化功労者知事表彰》

黒坂小学校 PTA
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▲地域住民の前で案内看板の特
長を語る久城さん（左）◀同会が
おすすめする散策コースの紹介
も。新たな魅力を見つけてみよう


